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第143号、第三種郵便物認可

1
郵
便
の
ス
ビ
ー
ド
ア
ッ
プ
の
た
め
に
t

郵
便
番
号
制
を
採
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
月
1
日
か
ら

　
郵
政
省
は
、
七
月
一
日
か
ら
全
国

い
っ
せ
い
に
「
郵
便
番
号
制
」
を
採

用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
郵
便
番
号
と
は
、
全
国
の
配
達
局

の
受
持
区
域
に
つ
け
ら
れ
た
番
号

で
、
こ
れ
を
あ
て
名
や
発
信
人
の
住

所
氏
名
と
い
っ
し
ょ
に
郵
便
物
に
書

い
て
い
た
だ
き
、
区
分
け
作
業
を
機

械
化
、
能
率
化
し
て
、
郵
便
の
ス
ピ

ー
ド
ア
ッ
ブ
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の

一
擁
騨
野
馨

享
す
．

　
番
号
に
は
、
地
域
に
よ
っ
て
三
ケ

タ
と
五
ケ
タ
の
二
種
類
が
あ
り
、
五

ケ
タ
の
場
合
は
、
下
ニ
ケ
タ
を
子
番

雍
い
い
ま
す
．
同
じ
市
町
村
で
も

一
配
達
局
が
何
局
か
あ
る
場
合
は
、
地

　

一
饗
襲
諺
き
ま
す

役
場
鈴
木
建
設
課
長
急
逝

去
る
一
月
七
日
、
高
血
圧
症
の
た

め
、
十
日
町
市
中
条
病
院
に
入
院
療

養
し
て
い
た
役
場
の
鈴
木
与
八
建
設

課
長
は
、
そ
の
後
、
血
圧
も
さ
が
り

回
復
も
近
い
と
お
も
わ
れ
て
い
た

が
、
腎
臓
病
を
併
発
、
薬
石
効
な
く

つ
い
に
四
月
十
一
日
、
同
病
院
に
て

急
逝
さ
れ
た
。
享
伍
四
十
九
才
。

　
鈴
木
課
長
さ
ん
は
、
入
院
し
て
い

た
と
は
い
え
、
顔
の
色
つ
や
や
元
気

も
よ
く
、
明
日
に
も
退
院
し
て
役
場

へ
出
た
い
と
、
数
日
ま
え
ま
で
ニ
コ

ニ
コ
と
語
っ
て
お
ら
れ
た
の
に
、
ま

っ
た
く
突
然
の
計
報
で
、
驚
き
と
悲

し
み
は
限
り
な
い
。

　
昭
和
二
十
四
年
、
倉
俣
村
役
場
に

入
り
、
当
時
は
農
地
委
員
会
職
員
と

し
て
重
要
な
職
務
を
遂
行
し
、
そ
の

後
三
十
年
に
中
里
村
発
足
と
同
時
に

土
木
係
長
と
し
て
幾
多
の
建
設
事
業

に
敏
腕
を
ふ
る
わ
れ
、
三
十
八
年
建

設
課
長
と
な
り
、
三
十
九
年
四
十
年

と
つ
づ
い
て
発
生
し
た
あ
の
大
災
害

の
復
旧
事
業
を
見
事
に
遂
行
し
た
数

々
の
功
績
は
権
挙
に
い
と
ま
が
な
い

が
、
な
お
建
設
事
業
山
積
の
中
里
村

に
と
っ
て
、
ま
こ
と
に
惜
し
い
人
を

失
っ
て
し
ま
っ
た
。
故
人
の
ご
冥
福

を
喪
心
よ
り
お
祈
り
申
し
あ
げ
、
哀

悼
の
意
を
捧
げ
た
い
。

【
写
真
あ
り
し
日
の
鈴
木
課
長
さ
ん
】

当
村
の
郵
便
番
号
は
次
の
と
幻
り
で

　　　　　　　す回田巨←回凹釜

　　　　　　　磐
回国回一回回

（麗鯉驕舗の）

　
今
後
、
郵
便
を
拘
出
し
に
な
る
と

き
は
、
ご
自
分
の
住
所
に
こ
の
郵
便

番
号
を
、
「
郵
便
番
号
九
四
九
ー
八

四
」
の
よ
う
に
書
き
そ
え
て
く
だ
さ

il堂曙ジとザ業でメ得　ンにえ’ってかていユかこかつ　嬰　
農
業
を
や
る
青
年
が
少
な
く
な

っ
て
困
っ
た
と
い
う
話
は
よ
く
聞

か
さ
れ
る
。
冬
の
あ
い
だ
、
あ
ち

こ
ち
の
婦
人
学
級
を
訪
問
し
て
、

か
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
の
気
も
ち
も
聞

い
て
み
た
。
「
だ
れ
か
が
家
に
居

て
く
れ
な
く
ち
ゃ
困
る
テ
．
そ
う

か
と
い
っ
て
百
姓
だ
け
じ
ゃ
食
っ

て
い
げ
そ
う
も
な
い
し
ノ
シ
。
そ

り
け
の
こ
と
考

え
る
と
ほ
ん
と

に
心
配
だ
て
ガ

ン
ソ
レ
」

｛
い
。

一
◇
郵
便
番
号
簿

一
　
実
施
に
さ
き
だ
っ
て
、
郵
便
局
か

一
ら
郵
便
蔓
寵
り
し
ま
す
．
日

ご
ろ
郵
便
利
用
の
多
い
会
社
、
工
場

な
ど
に
は
、
全
国
の
番
号
が
載
っ
て

一
い
る
全
国
版
を
一
月
～
二
月
中
に
、

一
一
般
家
庭
に
は
平
均
し
て
最
も
通
信

一
量
の
多
い
近
接
都
鷹
の
奪
が
載

っ
て
い
る
地
万
版
を
五
月
～
六
月
中

に
、
そ
れ
ぞ
れ
無
料
で
お
配
り
し
ま

・
す
。
郵
便
局
と
切
手
売
り
さ
ば
き
所

ゼ
・
全
膿
露
え
る
こ
彪
し

　
う
の
に
、
完
成
す
れ
ば
関
係
農
家

は
一
戸
平
均
二
町
歩
の
経
営
規
模

に
な
る
と
い
う
の
に
、
機
械
化
さ

れ
た
近
代
農
業
が
で
き
る
と
い
う

の
に
、
農
家
に
青
年
が
い
な
い
と

い
う
。
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
要
員
さ
え

も
つ
か
め
な
い
と
心
配
し
て
い

た
。
　
社
会
教
育
の
会
合
で
も
指
導
者

1
社
会
教
育
夜
話
1
－

　
去
る
三
月
の
村
議
会
で
も
農
業

後
継
者
の
問
題
が
論
議
さ
れ
、
ヨ

メ
、
ム
コ
さ
が
し
の
苦
心
話
ま
で

で
た
。
こ
の
あ
い
だ
は
、
役
．
場
産

業
課
と
普
及
所
と
の
会
義
に
オ
ブ

ザ
ー
バ
ー
の
か
た
ち
で
出
席
、
先

生
方
の
お
話
を
聞
い
た
。
清
津
川

段
丘
地
三
百
四
十
町
歩
の
開
田
事

業
が
目
の
前
で
進
ん
で
い
る
と
い

て
い
ま
す
。

　
長
野
、
新
潟
両
県
下
に
配
ら
れ
る

地
方
版
番
号
簿
に
は
、
次
の
都
府
県

の
番
号
が
載
っ
て
い
ま
す
。

長
野
県
用
“
長
野
、
新
潟
、
群
馬
、

愛
知
、
山
梨
、
東
京
、
大
阪
（
七
都

府
県
）

新
潟
県
用
“
新
潟
、
山
形
、
福
島
、

冨
山
、
長
野
、
埼
玉
、
神
奈
川
、
東

京
、
愛
知
、
大
阪
（
十
都
府
県
）

◇
ハ
ガ
キ
と
封
筒
に
記
入
ワ
ク

　
六
月
一
日
以
後
に
売
り
出
さ
れ
る

官
製
ハ
ガ
キ
、
現
金
書
留
封
筒
な
ど

青
年
た
ち
の
こ
と

た
ち
は
、
経
済
情
勢
か
ら
社
会
情

勢
を
分
析
し
、
農
業
政
策
は
も
ち

ろ
ん
、
農
村
構
造
、
立
地
条
件
農
民

心
理
ま
で
分
析
し
て
ジ
ュ
ン
く

と
語
っ
て
く
れ
る
が
、
と
に
か
く

ム
ズ
カ
シ
イ
問
題
だ
と
い
う
。
去

る
村
議
会
で
の
村
長
の
答
弁
を
か

り
れ
ば
、
キ
メ
テ
は
な
い
。
し
か

し
、
い
す
れ
に
せ
よ
、
毎
日
、
心

て
い
た
っ
て
ど
う
に
も
な
ら
な

い
。
世
界
経
済
、
日
本
農
業
の
展

望
も
必
要
だ
し
、
資
本
の
論
理
が

山
の
中
の
農
村
に
ま
で
も
貫
徹
し

て
き
て
い
る
現
実
を
直
視
し
て
、

間
題
を
考
え
て
み
た
い
。

　
と
も
あ
れ
、
心
配
し
て
い
る
側

で
な
く
、
さ
れ
て
い
る
側
の
青
年

　
　
　
　
　
　
た
ち
は
ま
だ
若

　
　
　
　
　
　
い
。
夢
や
希
望

　
　
　
　
　
　
が
い
っ
ぱ
い
だ

　
　
　
　
　
　
彼
等
に
は
無
限

の
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
。
社
会

教
育
の
集
り
で
青
年
た
ち
に
ふ
れ

あ
っ
て
み
る
と
、
明
る
く
フ
レ
ッ

シ
ュ
な
彼
等
を
心
配
し
て
い
る
人

た
ち
の
方
が
、
心
配
の
よ
う
な
気

が
す
る
こ
と
が
あ
る
が
ヒ
イ
キ
目

だ
ろ
う
か
。
あ
な
た
の
ご
意
見
を

き
か
せ
て
ほ
し
い
。

　
　
　
　
　
　
　
（
樋
口
和
一
）

配
と
不
安
の
追
い
カ
ケ
ッ
コ
を
し
㎜
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
樹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”
噌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”
憎
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膿
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器

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
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…
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な

に
は
、
表
面
の
右
肩
に
郵
便
番
号
を

記
入
す
る
赤
色
の
ワ
ク
が
刷
り
こ
ま

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
私
製

ハ
ガ
キ
、
絵
ハ
ガ
キ
、
封
筒
な
ど
に

も
、
こ
の
ワ
ク
を
印
刷
す
る
よ
う
、

製
造
業
者
に
協
力
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。

◇
番
号
の
記
入
方
法

　
ワ
ク
ヘ
の
記
入
は
次
の
よ
う
に
し

ま
す
。　
　
口
叔
　
図

搬
口
肛
鵬
回

雛
一
あ
初
｝

せ

巨
　
砂
郵

　
　
巨
　
　
　
働
3
一

注
意
▽
番
号
は
、
三
ケ
タ
の
場
合
で

　
　
も
必
す
ワ
ク
の
左
端
か
ら
書
き

　
　
出
し
ま
す
。

　
　
▽
五
ケ
タ
の
場
合
、
三
ケ
タ
目

　
　
と
四
ケ
タ
目
の
間
に
ハ
イ
フ
ン

（
短
い
線
）
が
は
い
り
ま
す
。

　
ワ
ク
が
印
刷
し
て
な
い
ハ
ガ
キ
、

封
筒
、
帯
紙
を
使
う
場
合
や
小
包
に

も
、
こ
れ
に
な
ら
っ
て
郵
便
番
号
を

お
書
き
く
だ
さ
い
。
　
（
わ
ざ
わ
ざ
ワ

ク
を
書
き
そ
え
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
）
　
　
　
　
　
　
以
下
次
号

㎜灘羅

灘

◎
産
声

　
子
の
名
　
　
父
の
名
　
　
部
落
名

（
三
面
よ
り
つ
づ
く
）

◎
青
春
は
返
ら
す
と
い
え
ど
も
雪
原

の
タ
映
の
色
は
胸
に
燃
ゆ
る

◎
街
燈
に
た
わ
む
る
ご
と
く
粉
雷
舞

う
其
処
だ
け
明
る
い
雪
の
町
角

樋
口
利
相
一
男
干
溝

樋
口
や
す
子
　
一
　
男
　
　
干
溝

千
原
正
明
庄
平
上
山

上
原
麻
紀
子
文
一
　
上
山

樋
口
　
明
美
広
光
　
　
小
　
原

田
村
令
子
　
　
進
　
小
原

阿
部
　
浩
之
　
義
　
寿
　
　
高
道
山

小
巻
沢
和
子
　
春
　
夫
　
　
通
り
山

樋
口
　
久
和
　
源
治
朗
　
　
白
羽
毛

広
田
　
春
美
　
信
　
吉
　
　
高
道
山

斎
喜
千
恵
子
勝
芳

倉
俣

池
田
　
進
子
平
　
宮
中

徳
井
隆
子
芳
隆
　
堀
之
内

南
雲
　
豊
吉
孝

堀
之
内

　
　
　癖
鉾
勝
整
盤

◎
昇
天

鈴柳仲
木　 林氏

又ツ庄名
蔵ル治

滝
沢
仁
太
郎

山
田
　
イ
ト

藤
田
丑
太
郎

斎
喜
隆
太
郎

鈴
木
サ
ダ

羽
鳥
三
郎

村
山
久
一
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教
職
員
の
人
事

　
　
　
　
倉
俣
小
、
中
学
校
長
異
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
英
男
校
長
退
職

　
恒
例
の
年
度
末
に
お
け
る
学
校
教

職
員
の
人
事
異
動
が
去
る
三
月
三
十

一
日
、
県
教
育
委
員
会
か
ら
発
表
さ

れ
た
。
中
里
村
に
拘
い
て
も
転
出
者

二
十
二
名
、
退
職
者
七
名
、
転
入
者

二
十
八
名
の
大
巾
な
異
動
が
あ
っ

た
。
　
校
長
の
異
動
で
は
、
教
員
生
活
四

十
年
の
高
橋
英
男
倉
俣
中
学
校
長
が

勇
退
し
、
後
任
に
は
小
千
谷
市
東
山

中
よ
り
広
井
正
三
氏
、
ま
た
広
川
豊

栄
倉
俣
小
学
校
長
は
、
三
島
郡
出
雲

崎
中
学
校
長
に
栄
転
、
後
任
に
は
柏

【
真
貝
吉
治
倉
俣
小
学
校
長
】

【
広
井
正
三
倉
俣
中
学
校
長
】

崎
市
南
鯖
石
中
よ
り
真
貝
吉
治
氏
が

そ
れ
ぞ
れ
発
令
さ
れ
た
。

　
な
お
中
里
村
に
お
け
る
教
職
員
人

事
興
動
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

◎
退
職
者

倉
俣
中
学
校
長

田
沢
小
教
諭

　
〃
助
教
諭

清
津
峡
小
教
諭

　
〃
助
教
諭

　
〃
　
養
護
助
教
諭

田
沢
中
事
務
職
員

◎
転
出

▽
田
沢
小
学
校

柳
松
雄
（
長
岡
、
上
組
小
）

広
田
　
葉
子
（
高
道
山
小
）

▽
高
道
山
小
学
校

▽
倉
俣
小
学
校

▽
貝
野
小
学
校

お
　
ド
　
　
　
ヤ
　
　
む

　
　
　
　
パ
　
　
ヤ
　
ぬ
む

▽
清
津
峡
小
学
校

本
間
正
二
郎
（
中
蒲
原
、
五
箇
小
）

奮
葦
岡
・
累
）

・．

蝶
慶
彦
へ
岩
般
、
保
門
小
）

　
　
　
　
モ
　
だ
へ
　
　
む

醸
學
（
喬
・
日
越
小
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
英
男

　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
井
　
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
風
巻
国
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
橋
彰
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
自
井
テ
ル
ミ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
野
珠
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
笠
井
千
世
子

広
川
豊
栄
（
三
島
、
出
雲
崎
中
）

中
沢
勘
吉
（
田
沢
小
）

竹
田
悠
紀
子
（
三
島
、
脇
野
町
小
）

高
橋
　
春
彦
（
長
岡
、
神
田
小
）

▽
田
沢
中
学
校

菊斉井阿
地藤上部

正
彦
（
十
日
町
吉
田
中
）

幸
子
（
加
茂
、
須
田
中
）

建
夫
（
佐
渡
、
小
木
中
）

八
重
（
刈
羽
、
八
王
子
小
）

▽
倉
俣
中
学
校

和
田
　
正
夫
（
北
魚
沼
、
原
小
）

村
山
　
陽
介
（
西
蒲
、
地
蔵
堂
郷
中
）

山
野
井
浩
子
（
新
潟
、
藤
見
中
）

高
橋
登
志
子
（
北
魚
、
堀
ノ
内
中
）

▽
貝
野
中
学
校

和
田
千
恵
子
（
見
附
中
）

◎
転
入
者

▽
田
沢
小
学
校

長
谷
川
国
茂
（
津
南
、
芦
ケ
崎
小
）

古青遠中上
川木藤沢村

邦
夫
（
十
日
町
、
馬
場
小
）

勘
吉
（
清
津
峡
小
）

静
子
（
新
採
用
）

彰
子
（
新
採
用
）

尚
子
（
南
魚
、
第
一
上
田
小
）

▽
高
道
山
小
学
校

広茨小高
田木林頭

冨
夫
（
長
岡
、
関
原
小
）

正
三
（
刈
羽
、
勝
山
小
）

　
浩
（
白
根
、
新
飯
田
小
）

葉
子
（
田
沢
小
）

宮
沢
美
智
恵
（
新
採
用
）

▽
倉
俣
小
学
校

真
貝
　
吉
治
（
柏
崎
、
南
鯖
石
中
）

▽
貝
野
小
学
校

斉
藤
　
忠
博
（
新
採
用
）

藤
枝
　
一
英
（
〃
）

▽
清
津
峡
小
・
土
倉
分
校

進
藤
貞
一
（
新
採
用
）

渡
辺
　
一
郎
（
〃
）

▽
清
津
峡
小
学
校

鵜
川
　
竜
子
（
新
採
用
）

斉
藤
　
誓
（
〃
　
）

倉
田
フ
サ
子
（
　
〃
　
）

▽
田
沢
中
学
校

根
津
　
　
茂
（
三
島
、
越
路
中
）

平
原
義
二
郎
（
栃
尾
中
）

阿
部
　
恵
子
（
新
採
用
）

根
津
　
静
子
（
〃
事
務
職
員
）

▽
倉
俣
中
学
校

広
井
　
正
三
（
小
千
谷
東
山
中
）

久
原
　
　
彰
（
西
蒲
、
地
蔵
堂
郷
中
）

倉
島
ひ
ろ
子
（
新
採
用
）

．
野
島
　
翼
子
（
　
〃
　
）

一
◎
貝
野
中
学
校

一…
杉
山
　
紀
子
（
新
潟
、
宮
浦
中
）

新
任
の
ご
あ
い
さ
つ

　
　
　
　
　
　
　
倉
俣
小
学
校
長

　
私
は
こ
の
た
び
は
か
ら
す
も
倉
俣

小
学
校
長
を
拝
命
し
、
百
六
十
名
の

児
童
の
教
育
を
、
八
名
の
先
生
方
と

共
に
実
施
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
蛮

し
た
。
前
任
者
広
川
校
長
先
生
は
、

手
腕
力
量
と
も
に
優
れ
て
お
ら
れ
ま

す
の
で
、
後
任
と
し
て
そ
の
仕
事
を

継
承
し
て
い
け
る
か
ど
う
か
、
内
心

じ
く
じ
た
る
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、

誠
心
誠
意
職
に
精
励
す
る
つ
も
り

で
す
の
で
皆
様
の
御
支
援
、
御
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
承
る
と
こ
ろ
に
よ
り
ま
す
と
、
当

地
は
教
育
村
と
て
、
村
当
局
、
教
育

委
員
会
を
始
め
、
村
民
の
皆
々
様
は

教職員人事異動について

　　　中里村教育長談

職
員
の
過
剰
現
象
に
て
、

本
年
度
の
人
事

異
動
に
あ
た
っ
て

は
、
数
多
く
の
困

難
点
が
あ
り
ま
し

た
が
、
そ
の
中
か

ら
二
、
三
挙
げ
て

み
る
と
、
児
童
生

徒
の
減
少
に
伴
な

う
学
級
減
と
、
一

般
教
員
の
勧
奨
退

職
年
令
一
ケ
年
延

長
（
五
十
六
才
を

五
＋
七
才
に
延

長
）
の
た
め
、
教

　
　
　
へ
き
地
と

平
場
、
同
一
校
、
長
年
勤
務
者
の
解

消
、
市
部
と
郡
部
間
、
中
心
部
と
周

辺
部
間
な
ど
の
人
事
交
流
に
難
行
を

き
た
し
ま
し
た
。
と
く
に
平
場
地
帯

に
欠
が
少
な
く
、
へ
き
地
か
ら
平
場

へ
展
開
希
望
の
教
員
が
希
望
地
点
へ

の
転
任
が
不
可
能
だ
っ
た
者
が
多

く
、
本
人
に
は
ま
こ
と
に
気
の
毒
で

し
た
。

　
こ
う
し
た
事
態
は
、
今
後
も
ま
だ

当
分
続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
の

で
、
い
わ
ゆ
る
県
内
全
域
に
わ
た
る

広
域
人
事
交
流
の
必
要
性
が
痛
感
さ

れ
、
本
年
度
も
相
当
き
び
し
い
異
動

で
あ
り
ま
し
た
。

真
　
貝
　
士
・
　
治

教
育
に
対
し
、
充
分
な
る
ご
熱
意
と

ご
理
解
を
お
も
ち
と
の
こ
と
、
こ
の

地
に
教
鞭
を
と
る
者
と
し
て
は
何
よ

り
の
心
強
さ
を
感
す
る
次
第
で
あ
り

ま
す
．
早
く
こ
の
地
に
な
じ
み
、
皆

々
様
の
ご
意
見
ご
要
望
を
体
得
し
、

あ
や
ま
り
な
い
学
校
経
営
を
行
な
っ

て
い
き
た
い
も
の
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
　
私
は
十
七
ヵ
条
の
憲
法
に
あ
る
、

「
和
を
も
っ
て
尊
し
と
な
す
」
と
い

う
和
の
精
神
を
心
の
支
え
と
し
て
生

活
し
て
ま
い
り
ま
し
た
．
と
こ
ろ
で

現
代
社
会
は
、
大
き
な
機
械
の
如
く

そ
の
中
に
一
つ
の
歯
車
と
し
て
人
間

を
は
め
こ
み
、
仕
事
に
よ
る
人
間
と

し
て
の
生
が
い
を
奪
っ
て
し
ま
い
、

人
間
疎
外
の
様
相
を
呈
し
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、
私
は
今
、
入
学
式
に
当

り
、
新
入
生
の
三
十
二
の
澄
み
き
ワ

た
つ
ぶ
ら
な
瞳
に
接
し
、
こ
の
社
会

の
ひ
す
み
に
耐
え
、
強
靭
に
し
て
情

緒
豊
か
な
常
に
生
が
い
を
持
っ
人
聞

に
育
て
る
た
め
、
こ
の
瞳
を
曇
6
せ

て
は
な
ら
な
い
と
強
く
感
じ
た
次
第

で
あ
り
ま
す
。

　
山
紫
水
明
の
地
に
赴
任
し
、
可
愛

い
い
児
童
と
、
人
生
を
語
ら
う
幸
に

生
が
い
を
感
じ
、
精
一
杯
楽
し
い
生

活
を
送
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
⑯

り
ま
す
。
一
言
述
べ
て
ご
挨
拶
と
い

た
レ
漆
す
。
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四
月
の
納
税
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
納
視
は
よ
い
人
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
づ
く
り

　
四
月
は
固
定
資
産
税
の
第
一
期
分

及
び
、
軽
自
動
車
税
、
ま
た
国
民
健

康
保
険
税
の
当
月
分
と
、
三
種
類
の

納
税
期
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
三
種

類
の
税
に
つ
い
て
、
説
明
い
た
し
ま

す
。（

イ
）
固
定
資
産
税
に
つ
い
て

　
固
定
資
産
税
は
単
的
に
言
う
な
ら

ば
、
昭
和
四
十
三
年
一
月
一
日
現
在

に
お
い
て
、
村
内
に
所
在
す
る
土
地

家
屋
及
び
償
却
資
産
の
所
有
者
に
課

せ
ら
れ
、
納
期
は
四
月
、
七
月
、
十

二
月
、
翌
年
二
月
の
四
回
に
分
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

（
ロ
）
軽
自
動
車
税
に
つ
い
て

　
軽
自
動
蒐
税
は
、
昭
和
四
十
三
年

四
月
一
日
現
在
軽
自
動
車
を
所
有
し

て
い
る
者
に
対
し
て
課
せ
ら
れ
ま

す
。

　
な
お
軽
目
動
軍
を
廃
東
し
た
場
合

廃
車
手
続
き
（
廃
車
申
告
、
ナ
ン
パ

ー
の
返
還
）
を
し
な
い
と
廃
車
が
認

め
ら
れ
な
い
の
で
、
課
税
さ
れ
る
こ

と
と
な
る
の
で
注
意
し
て
下
さ
い
。

特
に
ナ
ン
バ
ー
を
返
還
し
な
い
で
放

置
し
て
お
い
た
た
め
に
、
他
人
が
こ

れ
を
使
用
し
交
通
事
故
を
お
こ
し
、

警
察
か
ら
、
前
所
有
者
が
調
べ
ら
れ

る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
あ
り
ま

す
。（
ハ
）
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て

　
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て
は
、

納
税
通
知
書
に
詳
し
く
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
単
的
に
言
う
な
ら
ば
、

四
月
分
か
ら
八
月
分
ま
で
の
税
額
は

仮
賦
課
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
九
月

以
降
よ
り
、
本
算
定
に
基
づ
い
た
賦

課
で
あ
る
こ
と
に
注
意
し
て
下
さ
い

　
以
上
三
種
類
の
税
に
つ
い
て
は
簡

記
し
ま
し
た
が
、
税
務
課
で
は
、
今

度
納
税
相
談
日
を
設
け
、
各
税
目
毎

に
各
地
区
に
出
向
き
、
納
税
者
の
問

合
せ
に
応
じ
、
皆
さ
ん
の
税
に
対
す

る
ご
　
　
を
い
た
だ
き
ヤ
　
　
の
　

鷲
藤
す
べ
く
計
画
し
て
い
ま

す
の
で
お
気
軽
に
お
い
で
下
さ
い
。

低
所
得
者
に
無
利
子

の
資
金
貸
付
制
度

　
中
里
村
社
会
福
祉
協
議
会

　
中
里
村
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
中

里
村
に
在
住
す
る
要
保
護
者
又
は
被

保
護
者
で
緊
急
且
っ
不
時
の
出
費
を

要
す
る
も
の
で
、
他
か
ら
の
融
資
が

困
難
な
場
合
一
時
的
に
急
場
を
し
の

ぐ
た
め
の
資
金
と
し
て
、
中
里
村
た

す
け
あ
い
金
庫
を
、
本
任
度
か
ら
設

置
、
こ
の
四
月
か
ら
貸
付
業
務
を
開

姶
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
た
す
け
あ

い
金
庫
を
借
用
し
た
い
又
は
も
っ
と

詳
し
く
、
知
り
た
い
と
い
う
方
は
、

担
当
地
区
、
民
生
委
員
又
は
当
協
議

会
ま
で
お
申
し
出
下
さ
い
。

　
た
す
け
あ
い
金

　
庫
資
金
に
と

　
去
る
二
月
二
十
一
日
、
中
里
村
教

育
長
、
滝
沢
謙
治
さ
ん
よ
り
香
典
返

し
と
し
て
一
万
円
、
中
里
村
社
会
福

祉
協
議
会
た
す
け
あ
い
金
庫
資
金
に

と
寄
附
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
さ
っ
そ

く
本
金
庫
の
活
動
資
金
と
し
て
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
寄
附
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

予
想
さ
れ
る
気
候
と

　
　
　
　
　
　
　
　
今
後
の
稻
作
管
理

　
四
、
五
月
の
天
気
が
平
均
高
め
に

経
過
す
る
予
想
で
平
坦
部
で
は
、
発

芽
苗
立
ち
が
よ
く
苗
の
生
育
も
進
む

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
反
面

厚
ま
き
苗
代
は
徒
長
の
お
そ
れ
が
あ
、

る
か
ら
　
ま
き
を
　
ぽ
す
る
　
　
が

蒼
．
窪
各
地
で
み
ら
れ
覆
覆

一
苗
代
の
苗
ヤ
ケ
に
も
十
分
注
意
し
、

除
覆
時
期
が
お
そ
く
な
ら
な
い
よ
う

に
す
る
。

　
ま
た
本
年
は
大
雪
に
見
舞
わ
れ
た

が
、
田
植
え
期
に
合
わ
せ
た
播
種
が

出
来
る
よ
う
消
雪
を
促
進
す
る
と
共

に
、
改
良
苗
代
を
実
施
す
る
。
ま
た

以
下
は
表
を
ご
ら
ん
下
さ
い
。

（産業課）予想される天候と稲作管理
生育期間 予想される天候 予想される稲作上の間題点 予想される稲作技術対策

月　　旬，
＿』慶

4　上　　中
　　　k　　下 播　種　期

・春4．5月の天気変化

は周期的で平均気温

・豪雪のため消雪が遅れ播種期が
おそくなる。
・低水温のところは発芽障害をお

・消雪を促進し早く播種する。

・水苗代をやめ改良苗代にする。
　　　i
5　上一苗 は高めに経過する。

　こしやすい。
・急げきな気温上昇で苗ヤケが多

・気温が急上昇するから「うすま

中・代 いo き」と苗ヤケ防止につとめる。
下　　期　田植期
　　間

・苗イモチの発生が懸念される。
・苗が徒長しやすい。 ・苗イモチに注意する。

1 ・田植がおくれる。 ・燐酸を多目に施用する。

・梅雨の後半には北方　・冷水温のため活着が悪く初期生　・山間地などの冷水掛りで田植の

難繍麓醜浩軸おくれる・　　　翻齪墾魁禦生種型品
嚢購翻　　　　1：騒隊礁顯窺．密
んされる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　植して保温的水管理をはかる。

分
け
つ
期
間

上
巾
下

6

7　上1　　　　　　・梅雨あけは平年より　・イモチ病の多発が予想される。　。気象変化・生育状況に応じて穂
　雫幼穂形成期ややおそく7月下旬・分けつカ｛多くなり、分けつの切肥で調節する・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り上りが悪くなるであろう。　　・病害虫防除を徹底する。　、　1　　　　　　　から夏らしくなる。
　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　・平場の極早生品種、山間地では　・低温障害に対処し保温的水管理
l　i　　　　　　　　　低温瞳害の発生が若干予想され　に注意する・
　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・盛夏期に水の更新につとめ根の
1…　　　　　　　　　る・　　　　　　　健全化をはかる・
8上i出穂期・盛夏期の気温はほぽ・大雨による水害のおそれがある・穂肥’実肥は稲の生育・天候の

旛・蒲難講lllll鷲一．鑑盤弊
　1　1　　　　　　　ある。　　　　　　　・台風、大雨による被害が考えら　・適正な乾燥をはかる。
　l　　　l　　　　　　・台風発生数は例年よ
　　　！　　　　　　　りやや多く本土に影　　れる。
　　コ　コ　！　i　　　　　　　響する台風は3～4回　・倒伏、穂発芽’登熟不良のおそ・
口　　　でほぽ平年並であろれがある．
　　　　　　　　　　う。
　　　i　　　　　　　　　　　　　　　　　・秋雨、低温で秋作業、乾燥に：支
g鋲賊熟期・9月の気温は平年よ
　l　l　　　　　　り低目となり秋は早　　障があろう。
　！　1　　　　　　　冷の傾向がある。
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退
任
の
ご
あ
い
さ
つ

　
　
　
　
前
倉
俣
睾
校
長
高
橋
英
男

長
い
冬
眠
生
活
か
ら
漸
く
解
放
さ
長
、
昭
和
四
十
三
年
三
月
三
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噂

れ
、
や
が
て
柳
も
緑
に
か
す
み
花
も

紅
の
蕾
を
ふ
く
ら
ま
そ
う
と
す
る
よ

い
季
節
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
テ
レ
ビ
小
説
「
旅
路
」
と
共
に
去

る
三
月
末
目
付
で
四
十
年
の
教
壇
生

活
に
終
止
符
を
打
つ
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
間
、
常
に
お
寄
せ
い
た

だ
い
た
御
支
援
、
御
協
力
、
御
指
導

の
数
女
、
唯
う
れ
し
く
あ
り
が
た
く

厚
く
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。
そ
れ
に

つ
け
て
も
徒
ら
に
長
く
勤
め
た
だ
け

で
何
一
つ
目
を
見
張
る
よ
う
な
仕
事

も
せ
す
に
過
ぎ
て
来
ま
し
た
こ
と
を

は
す
か
し
く
存
じ
て
居
り
ま
す
。

　
さ
て
何
か
挨
拶
を
と
言
わ
れ
て
も

ま
だ
学
校
と
縁
が
切
れ
た
よ
う
な
縁

が
切
れ
な
い
よ
う
な
気
持
ち
で
ハ
ッ

キ
リ
と
し
た
退
職
気
分
が
湧
き
出
て

ま
い
り
ま
せ
ん
。
何
し
ろ
職
員
の
顔

も
生
徒
の
顔
も
毎
日
見
て
い
る
も
の

で
す
か
ら
。

　
昭
和
三
年
三
月
三
十
一
日
、
†
日

町
市
立
大
井
田
小
学
校
。
昭
和
十
年

三
月
三
十
一
日
、
倉
俣
小
学
校
。
昭

和
十
七
年
三
月
三
十
一
日
、
北
魚
上

条
国
民
学
校
（
教
頭
）
。
昭
和
二
十

年
三
月
三
十
一
日
、
倉
俣
国
民
学

校
．
昭
和
二
十
二
年
四
月
三
十
日
、

芦
ケ
崎
小
学
校
長
、
昭
和
二
十
四
年

四
月
一
日
．
倉
俣
小
学
校
長
、
昭
和

三
十
四
年
四
月
一
日
、
倉
俣
中
学
校

退
職
、
こ
れ
が
私
の
略
歴
で
す
が
、

こ
の
四
十
年
間
の
生
活
で
心
に
残
る

こ
と
の
二
、
三
を
挙
げ
て
見
た
い
と

、
思
い
ま
す
。

　
昭
和
三
年
が
御
大
典
の
年
、
国
を

挙
げ
て
喜
び
に
湧
き
、
明
治
節
が
新

’
た
に
加
え
ら
れ
て
四
大
節
と
な
っ

た
想
い
出
多
い
頃
で
、
教
育
界
の

思
潮
と
し
て
は
自
由
主
義
教
育
が
大

い
に
宜
伝
さ
れ
た
時
代
で
、
そ
の
研

究
は
実
に
目
覚
ま
し
い
も
の
が
あ
り

ま
し
た
。
し
か
し
こ
の
頃
か
ら
す
で

に
一
方
で
は
満
州
の
地
に
戦
気
が
芽

生
え
は
じ
め
て
い
た
よ
う
で
し
た
。

　
や
が
て
満
州
事
変
が
勃
発
し
支
那
蝦
　
終
戦
の
時
の
あ
の
シ
ヨ
ッ
ク
も
そ

事
変
に
つ
な
が
り
大
東
嚢
麩
れ
だ
け
器
』
い
も
の
で
し
善

世
界
大
戦
へ
と
挙
国
体
制
の
も
と
に
｛
領
政
策
で
一
番
気
に
か
か
っ
た
の
が

突
入
い
た
し
ま
し
蘂
警
麩
警
の
問
題
で
し
た
・
全
く
骨
抜
き

と
し
て
は
専
ら
皇
国
の
道
が
と
り
あ
に
さ
れ
る
の
で
な
い
か
と
心
配
し
て

げ
ら
れ
一
億
火
の
玉
の
体
制
作
り
に
い
ま
し
た
が
、
た
し
か
に
そ
の
傾
向

県
命
に
な
つ
た
頃
で
し
た
。
次
第
に
が
あ
り
今
も
そ
の
傷
痕
が
残
っ
て
い

形
勢
が
悪
化
し
て
も
、
負
け
て
な
る
る
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
学
者
も
葦

も
の
か
と
、
必
死
に
な
っ
て
国
民
学
を
か
え
す
が
如
き
曲
学
何
世
の
徒
が

校
、
青
年
学
校
、
婦
人
会
ま
で
竹
槍
｛
多
く
な
り
信
意
の
あ
る
学
者
が
影
を

訓
練
を
し
、
数
年
応
召
兵
を
送
る
鎮
｛
ひ
そ
め
た
の
は
遣
憾
で
し
た
が
、
小

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

守
の
森
で
軍
歌
で
励
ま
す
音
頭
を
と
｝
原
国
芳
氏
は
孤
影
よ
く
自
由
主
義
教

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

り
つ
づ
け
て
来
た
も
の
で
し
た
。
華
育
の
旗
を
た
て
つ
づ
け
て
一
本
の
道

ゑ
し
い
　
　
　
　
の
　
り
も
　
き
　
を
　
い
て
　
ら
れ
た
の
は
　
　
だ
と

難
難
縫
韮
思
華
嚢
験
し
、
表
面

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

の
点
に
つ
い
て
は
な
つ
か
し
ま
三
萎
今
、
こ
の
世
界
か
ら
身
を
ひ

な
り
ま
せ
ん
。
　
　
　
　
　
　
　
　
く
…
…
と
は
感
無
量
で
す
が
、
静
か

就
任
の
ソ
」

　
　
　
　
　
　
倉
俣
中
学
校
長

　
私
は
、
四
月
一
日
付
を
以
て
、
倉

俣
中
学
校
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し

た
。
永
年
勤
続
の
立
派
な
前
任
、
高

橋
校
長
先
生
の
後
任
と
し
て
、
先
す

そ
の
職
費
の
重
大
性
を
痛
感
す
る
次

第
で
あ
り
ま
す
。

　
山
紫
水
明
の
倉
俣
は
、
郷
里
の
小

千
谷
市
東
山
地
区
よ
り
便
利
で
、
広

潤
で
、
住
み
よ
い
と
感
じ
ま
し
た
。

赴
任
早
々
、
色
々
と
人
情
の
親
切
も

受
け
て
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

　
全
く
未
知
の
、
は
じ
め
て
の
土
地

に
来
る
と
、
す
べ
て
教
え
て
頂
か
ね

広
井
正
三

ぱ
な
り
ま
せ
ん
。
校
長
と
い
う
新
し

い
任
務
を
与
え
ら
れ
て
も
、
新
任
に

は
経
験
も
な
く
自
信
も
あ
り
ま
せ

ん
。
三
十
四
年
間
、
六
つ
の
学
校
を

転
々
と
し
、
こ
の
間
前
任
校
、
東
山

中
学
を
始
め
郷
里
に
二
十
年
、
荏
再

無
為
に
過
ぎ
、
齢
を
重
ね
る
の
み
で
、

才
能
手
腕
も
至
ら
な
い
だ
ら
け
で
す

が
、
辞
令
を
受
け
た
か
ら
に
は
、
何

と
か
任
務
を
全
う
す
べ
く
、
渾
身
の

カ
を
　
し
て
み
た
い
と
　
い
ま
す
ロ

　
ど
う
か
　
ぽ
の
　
　
な
ご
お
　
ご

　
　
を
お
　
い
　
し
と
げ
ま
す
　
ま

あ
い
さ
つ

た
何
な
り
と
仰
せ
つ
け
て
下
さ
い
。

　
そ
し
て
及
ば
す
な
が
ら
ご
期
待
に

そ
う
よ
う
に
頑
張
り
た
い
覚
悟
で
お

り
ま
す
。
初
め
て
の
土
地
や
学
校
に

馴
れ
る
ま
で
ボ
ト
ボ
ト
す
る
こ
と
と

思
い
ま
す
が
、
も
し
あ
や
ま
ち
が
あ

れ
ぱ
、
ご
寛
容
下
さ
い
。

　
と
も
す
る
と
、
教
師
不
在
の
教
育

と
…
…
…
世
間
で
批
判
さ
れ
る
こ
と

が
起
き
る
も
の
で
す
が
、
私
は
前
任

者
の
築
か
れ
た
大
き
な
業
績
を
継
い

で
、
先
す
陣
頭
に
立
ち
、
職
員
一
致

し
て
倉
俣
の
教
育
に
趨
進
し
た
い
覚

悟
で
参
り
ま
し
た
の
で
、
ど
う
か
万

事
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

　
充
分
に
意
を
尽
く
し
得
ま
せ
ん
が

お
願
い
を
申
し
上
げ
て
、
始
め
の
挨

拶
に
い
た
し
ま
す
。

に
一
坪
の
土
地
に
杖
を
た
て
、
公
職

一
切
か
ら
身
を
ひ
き
、
第
二
の
人
生

の
設
計
を
た
て
る
つ
も
り
で
す
。
今

後
は
叉
別
の
意
陳
で
御
交
誼
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

南
九
州
地
震
に
と

　
　
　
　
田
沢
小
中
学
生
が

　
南
九
州
地
震
被
災
者
に
対
し
て
、

田
沢
小
学
校
児
童
よ
り
三
千
円
、
田

沢
中
学
校
生
徒
よ
り
五
千
二
百
二
十

二
円
の
各
義
援
金
と
、
中
学
生
か
ら

は
不
安
と
恐
怖
の
中
で
暮
す
仲
間
に

「
希
望
と
勇
気
」
を
与
え
る
多
く
の

よ
せ
書
き
を
、
日
赤
中
里
分
区
に
持

参
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
早
速
新
潟
支

部
を
通
じ
て
被
害
地
に
届
け
て
頂
く

こ
と
に
至
し
ま
し
た
。

　
～
よ
せ
書
き
の
一
部
か
ら
5

　
私
達
も
地
震
に
あ
っ
た
こ
と
が
有

り
ま
す
が
、
そ
れ
ほ
ど
ひ
ど
く
な
か

っ
た
の
で
あ
な
た
達
の
苦
し
み
や
悲

し
み
は
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
何

事
に
も
希
望
と
勇
気
を
持
っ
て
下
さ

い
ね
。
私
達
も
こ
Σ
で
応
援
し
て
い

ま
す
か
ら
。
い
づ
も
笑
顔
だ
け
は
忘

れ
す
、
き
の
う
の
悲
し
み
を
忘
れ
て

楽
し
い
明
日
と
な
る
よ
う
に
頑
張
っ

て
下
さ
い
。

　
　
村
民
排
球
大
会

　
　
お
ン
」
な
わ
る

　
　
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
も

　
去
る
三
月
三
十
一
日
、
田
沢
中
学

校
体
育
舘
に
お
い
て
村
民
排
球
大
会

が
お
こ
な
わ
れ
た
。
こ
の
大
会
は
、

村
民
の
体
力
の
増
強
と
健
全
な
ス
ポ
、

ー
ツ
の
振
興
を
は
か
る
と
い
う
主
旨

で
一
般
の
部
（
男
女
混
合
の
九
人
で
．

男
子
四
名
以
内
）
と
婦
人
の
部
（
既

婚
者
で
九
人
制
）
に
分
れ
て
展
開
さ

れ
特
に
婦
人
の
部
に
わ
い
て
は
、
日

頃
あ
ま
り
動
か
な
い
体
を
機
敏
に
ボ

ー
ル
を
追
っ
て
一
日
中
ゆ
か
い
に
楽

し
く
パ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
た
の
し
ん

だ
。
　
【
写
真
は
婦
人
パ
レ
ー
ボ
ー

　
ル
、
熱
戦
の
ひ
と
こ
ま
】

　
中
里
文
芸

　
　
　
ー
i
内
月
投
句
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
　
チ

母
の
声
届
か
ぬ
速
さ
入
学
児

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
時
習

よ
け
て
待
つ
バ
イ
ク
の
音
や
遠
か
す

み
　
　
　
　
　
　
　
　
加
寿
子

実
験
用
瓶
へ
春
陽
が
溢
れ
こ
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
由
記

急
ぎ
汗
お
茶
に
春
菜
の
情
温
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
春
柳

桃
は
ま
だ
雛
は
飾
れ
と
雪
丈
余

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
つ
お

伐
木
の
骸
（
む
く
ろ
）
が
放
つ
四
月

の
香

乳
く
さ
き
児
を
抱
く
座
は
春
灯
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
閑
史

軟
か
に
踏
む
石
段
や
お
ぽ
ろ
月

．
ま
た
一
人
ま
た
一
人
来
る
朧
土
提

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
の
江

湧
く
水
の
温
み
沢
蟹
泡
吹
き
出
づ

炎
の
仏
尊
く
ら
め
啄
り
と
な
る
雀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
涼
子

サ
イ
ネ
リ
ア
が
支
え
夫
婦
に
灯
の
和

解春
泥
に
見
知
ら
ぬ
街
の
陽
が
ゆ
が
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
泉

卒
業
の
妻
よ
り
吾
が
家
に
春
加
速

残
雪
の
高
さ
に
杉
の
枝
切
ら
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
　
ミ

清
菜
煮
る
匂
こ
ぽ
れ
て
春
日
暮
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
土
牛

宙
に
浮
く
日
輪
に
和
し
桜
咲
く

◇
短
歌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
崎
　
了

◎
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
相
違
あ
り
て
も

武
装
せ
し
学
生
デ
モ
に
怒
る
市
民

◎
衝
突
や
乱
闘
今
や
日
常
の
茶
飯
事

に
な
り
し
学
生
デ
モ
隊

◎
学
生
の
乱
闘
デ
モ
を
庇
護
を
す
る

人
は
政
治
の
不
信
に
あ
る
と

◎
法
を
無
視
　
民
家
を
土
足
で
ふ
み

荒
す
学
生
デ
モ
に
は
庇
護
は
ゆ
る
さ

じ
　
　
　
　
　
　
　
（
四
、
面
へ
つ
づ
く
）


